
 

                           

 
 
 
 
 
 

梅雨に入り，すっきりしない天気が続いていますが，子どもたちはどんよりとした天気の中でも，元気に仲

よく外遊びを楽しんでいます。６月は，各委員会の活動が活発に行われ，自分の所属する委員会の仕事に責任

をもって行う姿が多く見られました。また，自分たちの知らないところでたくさんの委員会活動が行われ，日々

の学校生活が上級生に支えられていたことに気付きました。７月は，夏休み前のまとめの月です。この３か月

間の学習や生活を振り返らせ，成長した点は大いに称賛したいと思います。一方，改善すべき点は，きちんと

見つめ直し，それを生かした夏休みの計画が立てられるよう支援していきたいと思います。 

 

 

          

     

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

1木 安全点検，読み聞かせ 

2金 ＫＡＳＡ会議③19:00- 

5月 委員会活動③，あいさつ運動（３，４年生） 

6火 地域学校園授業研究会 

7水 登校指導 特別５時間日課 

8木 昼会 

9金 清掃強化週間（～１９日） 

12月 クラブ⑤ 

14水 授業参観・学級懇談・ 

応急救護講習会・プール説明会，  

15木 スポーツタイム②，アルミ缶回収 

16金 農園活動・除草 

17土 PTAプール清掃 8:30-10:00頃 

19月 校内研修のため普通日課５時間授業 

（６時間目なし） 

20火 全校スクスク① 

21水 夏休み前集会 

22木 海の日 

23金 スポーツの日 

26月 三者懇談① 

27火 三者懇談② 

28水 三者懇談③（１～５年生） 

29木 三者懇談③（６年生のみ） 

30金 KASAトライアスロン大会 

国語 広告を読みくらべよう 

   ローマ字の書き方 

   （書）筆順と字形         

社会 水害からくらしを守る        

算数 ２けたの数のわり算 がい数 

理科 夏の生き物 

空を見上げると（１）夏の夜空 

音楽 音の動き方を生かしてせんりつをつくろう 

図工 へんてこ山の物語 

体育 浮く・泳ぐ運動  

ベースボール型ゲーム 

外国語活動 今，何時？ 

会話 百人一首 

道徳 「もっこ」をせおって 

   一ぴきのセミに「ありがとう」 

総合 やさしさあふれる板戸町 

宇都宮市立清原北小学校  

第４学年だより 

７月号 

令和３年６月３０日（水）№４  



 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

○自主学習の取り組みについて 

毎日取り組んでいる自主学習ですが，教科書の問題を解き直す，自分の好きなものについて調べて

まとめる，計算ドリルを進めるなど，それぞれ工夫している様子が見られます。今後は，学習する教

科が偏らないようにすることや，丁寧に取り組むことを目標に励ましていきたいと思います。工夫し

て取り組めるように声掛けをしていますので，ご家庭でも励ましの言葉をかけていただけるとありが

たいです。毎週月曜日に自主学習カードを提出することになっていますので，お子様の頑張りを褒め

ていただけたらと思います。 

 

○土曜授業・引渡し訓練へのお礼 

６月に行われた土曜授業・引渡し訓練では，お忙しい中，ご参観・ご協力をいただきありがとうご

ざいました。アンケートでも，多数の温かいお言葉や貴重なご意見をいただきありがとうございます。

これまで以上に「自分大好き・友達大好き・板戸大好き」な子どもたちを一緒に育てられるよう職員

一同努力して参ります。 

プールの授業が始まりました。

少しずつ水に慣れてきて，け伸び

の姿勢やバタ足など意識して泳

ぐ運動ができるようになってき

ました。今後も安全面に気をつけ

ながら丁寧に指導を行っていき

たいと思います。 

☆ 自信をもって意欲的な生活を送るために・・・ 

子どもは自分自身が認められていると感じると安心感が高まり，自信がより育っていきます。自信をも

った子どもは，意欲的に課題解決や目標達成に取り組みます。また，自分が認められるという経験は，周

りの人のよさや違いを認め，よりよい人間関係作りにも生かされます。 

認める際には，「テストの成績が良かった」，「試合や行事で活躍した」など成果や活躍に焦点を当てるだ

けではなく，日々の努力や成長に焦点を当て，認めてください。 

 また，存在そのものに焦点を当て，一人一人がかけがえのない存在であることが伝わるような接し方を

していただきたいと思います。具体的には，会話の時間を多くする，顔を見てうなずきながら聞く，あい

さつをする，頭を撫でてあげる，抱きしめる・・・。恥ずかしがるお子さんもいるかもしれませんが，心

の中ではうれしく思ってくれていることでしょう。 

 家庭と学校，それぞれでお子さんを認めていき，自信を育んでいきましょう。 

 


